












〔目的〕 

川崎病患者の治療・管理上,断層心ニコー検査と冠動脈造影検査は必須であり,この点をふ

まえて診断の手引きの改訂が行なわれた。しかし全国的に見て,両検査がどれ位実施できる

かは,今までに調査されたことはなく,不明であった。そこで単に実施状況を知るばかりで

なく,今後の川崎病の治療・管理基準の作成,学童心臓健診における川崎病心後遺症児発見

の為のシステム作りなどの種々の提案を作成する際の参考にするために,断層心エコー検

査を中心とする全国調査を施行した。 


